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会  議  録 （要 旨） 

会 議 名 平成３０年度瑞穂町子ども・子育て会議（第３回） 

開 催 日 時 平成３１年３月１８日（月）午後６時３０分から午後７時３０分まで 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

【出席者】委員９名、事務局４名、調査委託会社２名 合計１５名 

【欠席者】委員３名 

次 第 １ 開 会 

２ あいさつ 

３ 報告事項 

 （１）進捗管理票の修正について 

 （２）前回会議質疑事項について 

４ 協議事項 

  ニーズ調査結果報告書について 

５ 連絡事項 

６ 閉 会 

傍 聴 者 ０名 

配 布 資 料 事前配布 ・瑞穂町子ども・子育て支援事業計画策定に伴うニーズ調査報告書 

当日配布 ・次第 

     ・修正表 

     ・ニーズ調査結果報告書（案） 

会 議 内 容

（主な意見等

を原則として

発 言 順 に 記

載。） 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

（子育て応援課長） 

 

 

３ 報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局から、事前資料・配布資料の確認。 

 

 

子ども・子育て会議の第 7 条の規定で委員半数以上の出

席があるため、今回会議は成立。 

 

（１）進捗管理票の修正について 

進捗管理票は、住民にも見ていただけるように、町ホー

ムページに掲載し公開している。前回会議でご指摘のあっ

た「わかりやすい表記」となるよう、今回配布資料の修正

表のとおり文言修正を行い、修正後の内容を掲載した。修

正箇所は次のとおり。 

修正箇所 

 ・基本的事項Ｐ７ 

  子ども家庭支援センターのショートステイ申請手

続きについて、対象児童を保護者が直接施設に預
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（子育て応援課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

４ 協議事項 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けたという部分を削除。 

 ・基本的事項Ｐ８及び体系Ｐ１１ 

  こんにちは赤ちゃん事業の詳細欄にある「アセス

メント」を「判断」に、「インセンティブ」を「動

機付け」に文言修正。 

 

（2）前回会議質疑事項について 

前回会議で町の回収率は４５．１％と報告したが、今回

近隣市町村の回収率を次のとおり確認した。 

羽村市：５８．８％ 

福生市：４９．８％ 

武蔵村山市：４６．１％ 

青梅市：４０．５％ 

 

担当課に確認したところ、「子どもリーダー宿泊研修会」

を夏から冬の実施に変更した効果は、熱中症を回避できた

こと、宿泊施設の予約を取りやすくなったとのこと。また

参加人数は、平成２９年度は２７人、平成３０年度は３９

人だった。 

当日までのキャンセル等で３０人に届かず、平成３０年

度も同程度の参加人数であったと思う。 

 

 

 ニーズ調査結果報告書について 

事前に送付した報告書（案）について、委員の皆さまか

らもご意見をいただき、事務局でも修正を行っている。 

本日配布した報告書（案）は調査委託会社が本日までの

修正を概ね反映したものとなっており、今後も校正を重ね

て作成する。意見等があれば２２日（金）までにメールで

連絡いただきたい。 

事前送付後の大きな変更は次のとおり。 

 変更箇所 

 ・目次に記載されていた問を削除。 

 ・内容の文言及び表記を修正。 

 ・棒グラフ表示を帯グラフ表示に変更（合計が１００％



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

（事務局） 

 

（委員） 

（事務局） 

（会長） 

 

（事務局） 

（会長） 

 

 

（事務局） 

（委員） 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

（子育て応援課長） 

（委員） 

になるもの）。 

・モノクロで作成するため、グラフの濃淡をはっきり

させる。 

・説明文及びグラフ内に記載されている問番号を全て

削除。 

・Ｐ４の問１、誕生月を年齢のグラフに変更。 

※報告書について、各委員からご意見をいただき、修

正箇所等を確認。 

 

調査項目は国からの通達で決められたもので、近隣市町

村とも同じなのか。また、前回報告書を踏襲して作成され

るのか。 

そのとおり。ただし、近隣市町村の報告書の内容につい

ては把握していない。 

 前回と同様に作成していなければ、国でも比較できない

のではないか。 

 全国の自治体が、調査した数字等を報告するため、基本

的な項目は同じである。 

 報告書の表記について、国から提示はないのか。 

 そのような提示はない。 

 最終的な統計等は統一されており、表現については自治

体によって違いが出る場合があるということか。 

 そのとおり。 

報告書の位置づけは、事実と考察とどちらなのか。人に

より「わずか」の捉え方も違うため、事実か考察か区別し

たほうがよいと思う。 

事実を報告するものである。表記に注意する。 

自由記述の概要について、簡潔にまとめられているが、

実際の記入内容を見ることはできるのか。 

概要を公表し、委員の皆様には、記入内容を記載した資

料をお渡しする。 

来年度計画を策定し、翌年が施行か。また、今後予定さ

れている法改正と整合性が取れるのか。 

計画策定の際に確認する。 

 報告書の挿絵（写真）はどのように決定したのか。 
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（調査委託会社） 

 

（子育て応援課長） 

（会長） 

 

 

５ 連絡事項 

（事務局） 

 

 

 

 

（子育て応援課長） 

 

 

 

 

 

 

 

６ 閉会 

 ２年前に公共施設等の総合管理計画を作成し、全施設の

写真を撮ったため、その中から選択した。 

 挿絵（写真）は再検討する。 

 先ほどのご連絡のとおり、ご意見等がある場合は３月２

２日（金）の午後５時までにメールで連絡をいただきたい。 

 

 

今年度の子ども・子育て会議及び委員の任期がここで終

了となる。来年度継続して委員となる方は、またよろしく

お願いしたい。 

 来年度は委嘱式からの開始となり、日程は後日連絡す

る。 

 今回いただいたご意見等をしっかり確認し、修正等を行

う。 

 来年度の委員の方には早めに通知させていただく。平成

３１年度子ども・子育て会議は年８回を予定している。今

回修正や前回報告書を比較できる資料の用意や、国の動き

等の情報提供をしながら瑞穂町にあった計画を策定した

いと考えている。 

 

 

 


